
は
社
会
体
制
と
し
て
の
荘
園
制
に
対
応
す
る
国
家

形
態
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
第
四
は
、

「
日
本
国
」
を
領
域
と
し
て
立
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
領
域
は
荘
園
制
が
及
ぶ
範
囲

で
あ
り
、
国
家
的
な
規
模
の
身
分
的
な
秩
序
が
広

が
る
空
間
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
五
は
、
王
法

仏
法
相
依
論
が
権
門
体
制
論
の
支
配
理
念
、
国
家

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　
権
門
体
制
論
が
独
創
的
な
、
全
く
新
し
い
申
世

国
家
論
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ

の
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
観
点
を
継
承
す

る
研
究
が
現
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

｝
方
で
は
基
本
的
な
観
点
に
関
わ
る
批
判
も
出
さ

れ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

権
門
体
制
論
は
現
在
で
も
な
お
、
申
世
国
家
を
把

握
す
る
う
え
で
最
も
妥
当
な
議
論
と
み
な
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
間
題
を
か
か
え
て
い
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
大
き
く
分
け
る

な
ら
ば
、
（
1
）
天
皇
の
み
を
国
王
と
み
る
王
権

論
、
（
2
）
門
権
門
政
治
」
と
い
う
国
政
の
と
ら
え

方
（
国
家
意
思
の
決
定
と
国
家
権
力
発
動
の
あ
り

方
の
変
化
を
把
握
で
き
な
い
）
、
（
3
）
神
社
権
門

の
独
自
性
を
考
慮
し
な
い
寺
社
権
門
の
と
ら
え
方
、

の
三
つ
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
門
体
制
論
は

申
世
国
家
に
つ
い
て
の
壮
大
な
仮
説
、
重
大
な
欠

陥
を
も
っ
た
未
完
の
仮
説
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
中
世
伊
勢
神
宮
の
成
立
過
程
を
究
明
す
る
こ
と

は
、
権
門
と
し
て
の
伊
勢
神
宮
の
形
成
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
神
社
権
門
の

解
明
、
ひ
い
て
は
寺
社
権
門
の
再
検
討
に
通
じ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
の
は
、
中
世

伊
勢
神
宮
の
成
立
の
｝
部
を
な
す
内
宮
祭
神
1
1
天

照
大
神
を
國
主
神
と
み
な
す
観
念
の
形
成
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
国
主
神
と
い
う
の
は
沼
本
の
統

治
権
を
も
つ
神
を
意
昧
す
る
。
伊
勢
神
宮
が
天
照

大
神
国
主
神
事
を
形
成
し
、
広
げ
る
拠
点
の
一
つ

で
あ
り
、
こ
の
観
念
は
、
神
宮
が
諸
国
で
神
領
を

獲
得
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一

二
世
紀
の
東
国
の
武
士
の
間
で
こ
の
観
念
が
広
が

っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
し
か

し
国
主
神
観
は
日
本
、
お
よ
び
そ
の
国
土
意
識
と

密
接
に
関
わ
る
観
念
で
あ
り
、
も
と
も
と
そ
の
生

成
が
な
さ
れ
た
の
は
伊
勢
神
宮
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
創
成
さ
れ
た
の
は
真
言
系
の
護
持
僧
の
世

界
で
あ
り
、
＝
世
紀
後
半
に
天
照
大
神
と
大
日

如
来
の
習
合
説
に
も
と
づ
い
て
、
天
照
大
神
を

「
大
日
本
国
」
の
本
主
と
み
る
考
え
が
生
ま
れ
た
。

こ
う
し
た
習
合
説
は
遅
く
と
も
一
一
一
世
紀
初
め
ま

で
に
伊
勢
神
富
に
も
た
ら
さ
れ
、
も
と
か
ら
あ
っ

た
天
下
の
入
民
を
加
護
す
る
神
で
あ
る
と
い
う
観

念
と
結
び
つ
き
、
伊
勢
に
お
い
て
、
天
照
大
神
の

國
主
神
観
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時

期
は
＝
一
世
紀
前
半
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
念
は
神

国
の
統
治
権
者
を
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

神
々
の
系
譜
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
天
照
大

神
を
天
神
と
区
別
し
て
地
神
と
な
し
、
地
神
五
代

の
初
代
と
み
な
す
新
た
な
神
山
譜
も
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
天
照
大
神
を
地
神
と
み
な
す
観
念
の
形
成
に

あ
た
っ
て
、
国
主
神
観
が
決
定
的
な
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
～
二
世
紀
後
半
に
は

神
統
譜
の
世
界
で
も
天
照
大
神
を
最
初
の
国
主
と

み
な
す
見
方
が
定
着
す
る
。

二
〇
〇
七
年
度

　
　
史
学
硫
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
〇
七
年
度
大
会
・
総
会
は
、

＝
月
二
日
（
金
）
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
新
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
金
田
章
裕
理
事
畏
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
戸
祭
由
美
夫
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶

務
・
編
集
・
会
計
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な
さ

れ
た
◎

　
庶
務
（
田
中
和
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
二
〇
〇
七
年
度
の
例
会
報
告
、
会
員

数
・
史
林
送
付
数
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
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あ
っ
た
。
ま
た
、
来
年
四
月
一
九
田
（
土
）
の
例

会
開
催
（
テ
ー
マ
「
環
嬉
野
）
が
案
内
さ
れ
た
。

　
編
集
（
南
川
高
志
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
』
が
順
調
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
本
年
四

月
に
開
催
さ
れ
た
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
例
会
の
発
表
と
討

論
が
第
九
一
巻
一
号
の
特
集
号
に
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
会
計
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

〇
六
年
度
決
算
報
告
、
お
よ
び
一
一
〇
〇
七
年
度
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

『
史
林
』
の
書
店
販
売
に
向
け
て
の
準
備
状
況
が

報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
檀
　
上
　
寛
氏

　
「
十
四
－
十
七
世
紀
の
海
禁
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
貢
・
二
布
の
構
図
」

　
勝
山
　
清
次
氏

　
「
中
世
伊
勢
神
宮
の
成
立
と
権
門
体
制
」

講
演
者
紹
介
と
討
論
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
夫
馬
進

理
事
と
吉
川
常
務
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
刺
激
的

な
内
容
の
充
実
し
た
研
究
報
告
で
あ
っ
た
。
聴
衆

の
関
心
も
高
く
、
討
論
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
濱
田
正
美
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
オ
…
プ
ン
な
立
食

形
式
の
懇
親
会
が
開
か
れ
、
学
生
・
院
生
を
含
む

大
勢
の
会
員
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
総
会
と
大
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た

秋
期
理
事
・
評
議
委
員
会
に
お
い
て
、
庶
務
、
編

集
、
会
計
、
広
報
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
常
務
理

事
か
ら
会
務
報
告
の
ほ
か
、
第
九
一
巻
一
号
の

『
史
林
』
か
ら
、
書
店
で
の
販
売
を
B
指
し
て
準

備
す
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
田
中
和
子
）

　
　
会
　
　
告

本
号
は
定
価
二
〇
〇
〇
円
で
す
が
、

格
は
一
二
〇
〇
円
に
致
し
ま
す
。

会
員
価

編
　
集
　
後
　
記

　
九
一
巻
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
『
史

林
臨
は
本
号
よ
り
毎
号
、
一
部
を
東
京
堂
出
版
に

委
託
し
、
書
店
に
て
販
売
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
表
紙
の
体
裁
も
部
分
的

に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
号
は
九
〇
巻
一
号
（
「
國
境
」
）
に
続

き
、
史
学
研
究
会
例
会
の
特
集
号
と
な
り
ま
す
。

特
集
号
の
最
大
の
魅
力
は
、
歴
史
学
、
地
理
学
、

考
古
学
の
多
様
な
研
究
者
が
単
一
の
テ
ー
マ
を
追

究
す
る
点
に
あ
る
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
西
洋

近
現
代
史
を
専
門
と
す
る
筆
者
も
、
「
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
」
と
い
う
人
口
に
謄
超
し
て
久
し
い
テ
ー
マ

を
、
他
の
分
野
で
は
ど
う
扱
う
の
か
に
関
心
を
抱

き
ま
し
た
。
皆
様
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
次
回

例
会
（
四
月
一
九
日
）
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
」
で

す
。
ご
来
聴
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す

（
詳
細
は
女
皇
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
内
隆
行
）

磯
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
7
9
ミ
’
重
語
。
ρ
巳
一
・
ρ
。
な
＼
。
。
訂
＼
一
琶
㊦
×
9
ぼ
巳

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二。。

B。

l
竺
話
談
潮
定
価
二
〇
〇
〇
円

山
又
　
　
林
　
　
第
九
一
巻
第
一
欝
万
（
通
巻
第
四
山
ハ
駕
一
口
万
）

　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

発
行
人

印
刷
所

躍
A
轡
・
七
五
）
七
五
三
⊥
天
七

史
　
学
　
　
研
　
究
　
会

振
替
京
都
〇
一
〇
七
〇
－
二
－
五
一
五
五
番

理
事
長
　
　
金
　
　
田
　
　
章
　
　
裕

　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

申
村
印
刷
株
式
会
社
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